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陸奥湾産エソアワビの成長

須川 人志･松坂 洋

青森県のエゾアワビの成長については主に太平洋､津軽海峡沿岸で調査されているが陸奥湾産エ

ゾアワビの報告例が少ない (第 1表参照)｡今回､脇野沢村芋田､平内町土屋､茂浦地先のエゾアワ

ビの成長について調査 し若干の知見を得たので報告する｡なお､調査に際しご協力を頂いた脇野沢

村漁業協同組合､平内町漁業協同組合土屋支所､茂浦支所に謝意を表する｡

材料および方法

1986年 11.月から12月にかけて脇野沢村芋田､平内町土屋､茂浦地先で採集したエゾアワビにっ

て貝殻表面の付着物を除去し､ 100W白熱電球光で透視して貝殻の成長が鈍化し始める部位を年輪
とみなして成長を測定 した｡

第 1表 青森県沿岸エゾアワビの成長

(1-1)エゾアワビの年齢別計算殻長 (単位 :孤)

域ヽ 年令調査地 1 2 3 4 5 6 7

8 9 10太 階 上 榊 23.1943.74 60.3773.8184.6993.491(泊.60 106.35 110.01114.76泊 26.3047.2964.4578.4889.9499.3

1106.97 113.23 118.35122.53平 白 糠 24.8948.5264.8378.12

88.鋸 97.78104.97 110.83 115.61119.50洋 尻 屋 22.8838.21

51.4262.7972.6081.04 88.32 94.59 99.99 104.64〟(ア

タカ島) 23.7938.0950.10 60.1768.6375.73 81.68 86.69 獣).88港

咲 下 風 呂 22.1841.1756.9970.1681,129).24 97.83 104.17 109.
42113.81易 国 間 24.2543.80 60.5274.g787.329

7.92 107.02 114.83 121.54127.28佐 .井 21.8942.9159.4872.5582.859).gT 97｣37 102.42

平 内 茂 浦 16.5435.(泊 49.60 61.1570.2877.50 83.20 87.72 ※ 1※ 2♯ 3♯ 4♯ 5♯ 6※ 7※ 8

♯ 9(1-2)エゾアワビの殻長別計算体重 (単位 :9)≡一三一時域 士長(仰 )調査地 10 20 30 4

0 50 60 70 80 a) 100 110 120 130太 階 上 榊 0.18 1.354.3810.0919.2832.7151.1475.31105.97143.82189.59243.99365.12泊 0.16 1.29

4.4010.4720.5135.5356.5484.55120.57165.62220.71286.87平 白 糠 0.07 0.752.86 7.3715.3327.8946.2671.70105.54149.14203.91271.313

52.82洋 尻 屋 0.ll 0.g73.50 8.6717.5231.1350.6177.10111.77155.釦 210.41

276.82356.28〟(アタカ島)0.18 1.374.5710.7020.7035.4855.1謁83.04117.

63160.60212.80275.30港咲 下 風 呂 0.14 1.123.85 9.2418.2431.8

050.



果

+

+

4

2

0

2

4

しVノ＼ ＼.JANFEBMAR AFR MAY JUN .JUL AU6 5EP 亡忙:T Nロ

V DEl::第 1図 平内茂浦地先表面水温 上段 :15年平均

との差第 2表 地先別エゾアワビの年令別平均実測殻長年令地先名 1.25 2.25 3.25 4.25 5.25 6.25 7.25
脇 野 沢 芋 田 30.0 50.7 67.3 78.7 85.4

87.6 鉄).5平 内 土 屋 ゴ メ島 3

0.4 53.6 70..6 78.4
84.5平 内茂浦センター 20.3 41.1 54.1

64.3 74.7 83'4平 内 茂 浦 漁 港 24.5 42.4 56.3

68.1 75.8 84'7備 考採 捕 数 最 大 最 小 住 み 場 環 境100

個 99.0 56.6 未調査54 114.1 22.1

良好 (海藻多い)72 EX3.2 16.1 不良 (浮泥多い)13 1g7.0 32.5

不良 (浮泥多い)1.年令と殻長陸奥湾産エゾアワビは水温がおおむね7℃を下回る12月下旬以降の冬季

間に年齢が顕著に現れている｡ 産卵時期は未調査であるため不明であるが､おおむね9月下旬頃と推測されるこ
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脇野沢 芋 田 Bt-105.34〔1-e

平内土屋 ゴメ島 Bt-114.10〔1-e

平内茂浦セソタ._ Bt=10.52〔1言 o･2423(i-0･4376)

-0.2170(･t-0.1414)
平内 茂浦漁港 Bt-114.96〔1-e

の関係式が求められた｡

なお､年令別計算殻長は第 3表に示すとおりである｡

第 3表 地先別エゾアワビの年令別計算殻長 (単位 :nm)

年令地先名 1 2 3 4 5 6
7 8 備 考

計算上の極限殻長脇野沢 芋田 23.■4146.72 63.40 75.33 83.87 89.98 9

4.35 97.48 105.34平内土屋 ゴメ島 33.2149.91 63.16 73.67 82.0

2 88.64 93.90 98.07 114.1平内茂浦セソタ- 13.9534.52 50.66 63

.32 73.26 81.(派 87.19 91.99 109.52平内 茂滞漁港 19.5438.16 53.14

65.20 74.90 82.72 89.01 94.07 114.%2.殻

長と体重脇野沢村および平内町地先におけるエゾアワビの殻長 〔L(mn)〕と体重 〔W

(9)〕の間には脇

野沢 芋 田平内土屋 ゴメ島

平内茂浦セソタ-平内 茂浦漁港の関係式が求められた｡ W-0.0α価

237L3･148W-0.0009

125L3･072W-0.00011310L3

･030W-0.00011810L2

･996なお､

殻長別の計算体重は第4表に示すとおりである｡第4表 地先別エゾアワビの殻長別

計算体重 (単位 :9)殻長両地先名 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100
脇野沢 芋 田 0.09 0.78 2.79 6.89 13.92 24.71 40.15 61.12 88.56

123.40平内土屋 ゴメ島 0.ll 0.91 3.15 7.63 15.14 26.50 42.56 64.

14 92.ll 127.31平内茂浦セソタ- 0.12 0.99 3.39 8.ll 15.96 27.72 44.



考 秦

陸奥湾産のエゾアワビの成長については第3表に示したが脇野沢芋田､平内土屋ゴメ島では5齢

までは成長が良く海峡の下風呂を上回っているが5齢以降の成長が悪 く漁獲制限殻長の9)訊nに達す
るには脇野沢芋田で6.1年､平内土屋ゴメ島で6.3年である｡ 平内茂浦漁港､平内茂浦セソタ-で

はエゾアワビの住み場が少なく､転石地帯では浮泥の推積がみられ若令期の飼料となる付着珪藻が

少ないことから1令での殻長は県内で最も小さくまた､大型の餌料海藻も少ないことからEX)n北に達

するには7.2年および7.6年である｡

第 5表に県内各地先の漁獲制限長に連するまでの年数を示した｡陸奥湾では一般に餌料海藻が少

ないことからエゾアワビの成長が悪いとされているが脇野沢芋田では海峡の下風呂なみの成長であ

った ｡

第 5表 エゾアワビが漁獲制限殻長に達するまでの年数 (単位 :午 )

海 域 太 平 洋 海 峡 陸

奥 湾地先名 階上 泊 白糠 尻屋 尻 屋 下風 易国 佐井 股野沢 平内
平 内 平内茂浦 平内茂浦榊 アタカ島 呂 間

芋 田 土屋 茂浦漁港 センター センター年 数 5.6 5.0 5.1 7.3 8.8

6.0 5.3 5.9 6.1 6.3 7.2 7.6 8.7※ ( )調査年

･x (lSB6) (1鋸0)引 用

文 献1)小田切 明 久他 (1981):大規模増殖場開発事業調査 (三

八地区 )2) 〝 (1983): 〝

(白糠地区 )3) " (1983): " ( "

)4) 〝 (1躯3):尻尾地先における磯根資源調査 青

水増資料5)佐 藤 恭 成他 (1躯6)･'大規模増殖場開発事業調査

(尻屋地区 )6)三 木 文 興他 (1躯1): 〝

(風間浦地区 )7) " (1981)･' "

( " )8) 植 村 康他 (1985): 〝 (佐井地区 )




